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《調 査≫
中国･四国地域の職業構造変化の主要因
～第三次的職業の構造変化～※
武 村 昌 介
本稿は,中国 ･四国地域において,生産に寄与する人的資源を,物的職業
部門 (3部門)とサービス的職業部門 (8部門)にどのように配置している
か,また配置するのが望ましいかを探求することを目的とした地域研究であ
る｡そこで行った分析では ｢専門的 ･技術的職業従事者｣の趨勢的変化に焦
点をあてるo方法としてほ,『国勢調査』(昭和60年/S.60および平成 2年/
H.2)を基とし,産業部門 (物的産業部門の2部門とサービス産業部門の1
部門)とのクロスを含めた ｢産職マト1)ックス｣(職業構造マ ト1)ックス)
データとその他に (『県民経済計算年報』などの数値データ等)を用いること
によって,職業構造の変化の研究を行う｡地域のカバリッジは,県,市,市
部,郡部である｡なお,平成 2年度については,各県の市部,郡部 (町村レ
ベル)の数値が未公表のため,総務庁所蔵の当該数値を描捉した上で行った
ことを断っておかねばならない｡この研究では,行った分析の手続きと分析
結果その他について述べる｡作成したマトリックスデータの一部を2.7に
※本稿は,『中国･四国地域の資源,生産,高齢化社会に関するデータベース確立のための
基礎的研究』研究報告書 (平成 7年度～8年度科学研究費補助金 『基盤研究』(A)
(1) :研究代表者 愛媛大学長 三木舌冶)平成9年2月,における筆者の分担研究に
加筆訂正したものである｡
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掲載した｡
1.中国四国地域 (県レベル ･市レベル)調査
1.1 分析方法
(1) ｢国勢調査｣(昭和60年度 ･平成2年度)の原データの生理,およびそ
の加工データの作成 (中四国地域の県レベル ･市レベル)
データ (1)県レベル (2)市レベル
(2)サービス的職業 (-第三次的職業 :以下この名称を用いる)の ｢構成
内比｣および ｢特化係数｣の計算と検証
(3)職業構造変化の要因分解式の設定と要因計算
(4)第三次的職業,とくに専門的 ･技術的職業従事者構成内比と県民所得
の伸び率との相関についての分析結果
1.2 手続きについての詳細
(1)中国地域5県 (岡山,広島,山口‥鳥取,島根),四国地域 4県 (香
川,愛媛,徳島,高知)および東京都 (県民所得第 1位),鹿児島県 (県
民所得第46位),全国 (平均),中国,四国および中四国における ｢産職
マIリックス｣(職業構造マトリックスと呼ぶ)の作成
(2)瀬戸内5県 (岡山,広島,山口,香川,愛媛)については,各県人口
トップ3市,他4県 (鳥取,島根,徳島,高知)については,人口トッ
プ2市,計23市を対象とした｡岡山 (岡山市,倉敷市,津山市),広島
(広島市,福山市,呉市),山口 (山口市,下関市,宇部市),香川 (高
松市,丸亀市,坂出市),愛媛 (松山市,今治市,新居浜市),鳥取 (鳥
取市,米子市),島根 (松江市,出雲市),徳島 (徳島市,鳴門市),高知
(高知市,南国市)である｡
なお,『国勢調査』においては,市データは,S.60では全市について
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実数が得られるが,H.2では人口30万以上の市しか実数が得られない
という相違がある｡
作表要領 :県レベル ･市レベル共通
表側行 (産業大分類別 ･計14行)を番号1(第一次産業 :1 (農業),2
(林業),3(漁業)を含む),番号2(第二次産業 :4(鉱業),5(建設
莱),6t製造業)を含む)および番号3(第三次産業 :7i電気 ･ガス ･熱
供給 ･水道業),8†運輸 ･通信業),9(卸売 ･小売業,飲食店),10(金
融 ･保険業),ll(不動産業),12(サービス業),13(公務 (他に分類されな
いもの)),14(分類不能の産業)を含む)に分類し,整理,作成した｡
表頭列 (職業大分類別 ･計11列)を記号A (第一次的職業 :E/S.60,
G･H.2(農林漁業作業者)を含む),記号B (第二次的職業 :F/S.60
(採掘作業者),H/S.60(技能工,生産工程作業者及び労務作業者),Ⅰ/
Ⅱ.2(技能工,採掘 ･製造 ･建設作業者及び労務作業者)を含む)および記
号C(第三次的職業 :A i専門的 ･技術的職業従事者),B i管理的職業従事
者),C (事務従事者),I)(販売従事者),G/S.60,I/H.2(運輸通信従
事者),Ⅰ/S.60,F/H.2 (保安職業従事者),J/S.60,E/H.2(サー
ビス職業従事者),Ⅹ/S.60,J/H.2 (分類不能の職業)を含む)に分類
し,整理,作成した｡なお,第三次的職業の分類記号がS.60とH.Zで相違
していることに留意した｡
計算要領 :
(1)行産業グループ (1,2,3)および列職業グル-プ (A,B,C)
の,行和計および列和計に対する全体構成比 (小計,%で示す)を計算
した｡なお,計算対象は,県レベルでは,瀬戸内5県,東京都,鹿児島
県,全国 (平均),中国,四国,中四国である｡また,市レベルでは,岡
山 (3市)と人口トップ (または県庁所在)市である.
(2)列職業グループの中の,記号C第三次的職業のうち,A,B,C,
I),G,Ⅰ,J,K (S.60)およびA,B,C,D,H,F,E,J
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(Ⅱ.2)について,各グループ構成内比を計算した｡これを,新規作成
マトリックスデータ前ページ (1)および (2)の表頭最上段より2番
目の段の数値によって表示した｡なお,計算対象は,上記 (1)と同じ
である｡
(3)上記 (2)で得られた各職業の構成内比を,全国 (平均)の当該構成
内比で除すことにより,特化係数を計算した｡これを,同新鹿作成マト
リックスデータ (1)および (2)の衰頭最上段の数値によって表示し
た｡なお,計算対象は,上記 (1)と同じである｡
(4)一人当たり県民所得の伸び率を使った｡『国勢調査』の年次に合わせ
て,S.60とH.2について行った｡『県民経済計算年報』(平成7年)を
使用した｡なお,計算対象は,上記 (1)と同じである｡
(5)要因分解式の設定と計算手続きについて
要因分解のための設定式を次のようにした｡
△ (LJL)-∑△ (L./L)･(Li,/Li)+∑△ (LiJLl-)i(L.-/L)
L:全職業従事者 Ll:i産業従事者
L,: j職業従事者 Li∫:i産業 j職業従事者
左辺項は,構成比変化を示すo右辺項の第1項は,産業構成変化を示
し,第2項は,産業内職業構成変化を示す｡
注 :産業部門-物的産業部門 (第一次産業と第二次産業を含む)
+サービス産業部門 (第三次産業を含む)
(産業部門を2つの部門に分けて要因分解をした)
労働省は,総務庁 『労働力調査』のデータを使って,19`80年と1994年につ
いて,要因分解を行っているが,本研究では,『国勢調査』のデータを使って
いる｡対象の職業従事者は,｢専門的 ･技術的職業従事者｣である｡
(荏)記号A専門的 ･技術的職業従事者 (大分類)は,以下の11の職業 (中
分類)に分類される｡
(1)科学研究者 (2)技術者 (3)保険医療従事者 (4)法務従事者
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(5)公認会計士,税理士 (6)教員 (7)宗教家 (8)文芸家,記者,宿
集者 (9)美術家,写真家,デザイナー (10)音楽家,舞台芸術家 (ll)そ
の他
1.3 作表 :
作表1(構成内比)
A
岡 山 県 19.1/20.3
広 島 県 18.0/19.0
山 口 県 17.8/19.4
香 川 県 17.7/18.8
愛 媛 県 18.4/19.8
東 京 都 18.7/19.5
鹿児島県 18.1/19.7
全 国 17.9/18.8
E(J)
岡 山 県 11.2/ll.3
広 島 県 10.7/10.7
山 口 県 12.1/12.2
香 川 県 11.2/ll.2
愛 媛 県 12.5/12.3
東 京 都 12.4/ll.6
鹿児島県 12.4/12.7
全 国 12.0/ll.7
S.60/H.2
B C
6.7/6.6 28.9/29.2
6.9/6.6 30.1/30.4
6.0/6.2 29.0/28.7
7.1/6.9 29.7/30.4
6.1/6.2 28.0/28.6
7.7/7.2 31.0/31.4
5.8/5.7 27.9/28.i
6.7/6.6 29.9/30.3
G(Ⅱ) Ⅰ(F)
7.8/7.2 1.9/1.8
7.2/6.4 2.7/2.6
8.8/7.7 3.0/2.9
7.8/6.8 2.2/2.1
8.7/7.9 1.6/1.6
4.7/4.3 1.6/1.6
9.1/8.2 2.4/2.4
6.7/6.1 2.3/2.2
D
24.0/23.4
24.1/23.6
23.1/22.7
24.1/23.5
24.7/23.4
23.0/22.8
24.1/23.0
24.1/23.4
(小数点第二位四捨五入)
作表 1から,職業E(J)について,S.60とH.2の間で,明白な増減の傾
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向は認められない｡
職業B,D,G(Ⅱ)については,S.60とH.2の間で,明白な減少の傾向
が認められるO
職業A,Cについては,S.60とⅡ.2の間で,明白な増加の傾向が認めら
れる｡
明白な増加僚向が認められる職業A,Cと,明白な減少傾向の認められる
職業D,G(H)(但し,Bは除く)について特化係数を計算する｡
作表 2 (特化係数)
A
岡 山 県 1.0719/1.0794
広 島 県 1.0056/1.0077
山 口 県 0.9964/1.0310
香 川 県 0.9896/0.9987
愛 媛 県 1.0280/1.0501
東 京 都 1.0454/1.0340
鹿児島県 1.0130/1.0454
S.60/H.2
C
0.9686/0.9635
1.0058/1.0017
0.9701/0.9451
0.9942/1.0018
0.9353/0.9436
1.0382/1.0332
0.9321/0.9266
D
0.9967/0.9995
0.9992/1.0088
0.9598/0.9689
0.9995/1.0063
1.0233/1.0002
0.9553/0.9744
1.0004/0.9821
G(班)
i.1626/1.1793
1.0705/1.0521
1.3192/1.2685
1.1584/1.1144
1.2990/1.2994
0.7060/0.7106
1.3618/1.3424
全 国 1.0000/1.0000 1.0000/1.0000 1.0000/1.0000 1.0000/1.0000
(小数点第五位切り捨て)
作表1と作表2を比較すると,S.60とⅡ.2の間で,構成内比が明白な増
加 (または減少)僚向を示す職業が,必ずしも特化係数の､明白な増加 (また
は 減少)傾向を示すとは限らないことがわかる｡C,D,G(H)がそう
である｡
A (専門的 ･技術的職業従事者)だけが,特化係数についても明白な増加
傾向を示す｡次に,A (専門的 ･技術的職業従事者)について,職業構造
変化の要因分解を行った｡要因分解は,前出 (5)の計算式により全体構成
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比について行った｡
1.4 分解等
作表3(-人当たり県民所得と伸び率)S.60/H.2
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
香 川 泉
愛 媛 県
東 京 都
鹿児島県
全 国
実数 (千円) 伸び率 (%)
2080/2728 30.8
2121/2893 36.4
1889/2424 28.3
1925/2637 37.0
1732/2298 32.7
3224/4497 39.5
1651/2145 29.9
2214/2962 33.8
作表4(職業構造変化の要因分解)
-A 専門的 ･技術的職業従事者- S.60/H.2
全体構成比
岡 山 県 10.08/ll.20
広 島 県 10.01/ll.05
山 口 県 10.07/ll.31
香 川 県 9.81/10.96
愛 媛 県 9.51/10.87
東 京 都 13.91/14.73
鹿児島県 9.27/10.88
構成比変化
し?｡1
1.12(100%)
1,04(loo拓)
1.24(100%)
1.15(100%)
1.36(100%)
0.82(100%)
1.61(100%)
産業構成変化
し061
0.36(32.1%)
0.22(21.2%)
0.20(16.1%)
0.39(33.9%)
0.30(22.1%)
0.12(14.6%)
0.55(34.2%)
産業内職業構
成変化 (%)
0.76(67.9%)
0.82(78.8%)
1.04(83.9%)
0.76(66.1%)
1.06(77.9%)
0.70(85.4%)
1.06(65.8%)
全 国 10.59/ll.61 1,02(100%) 0.22(21.6%) 0.80(78.4%)
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1.5 分析結果
作表3における,一人当たり県民所得の伸び率順位 (高い順)
東京都>香川県>広島県>全国>愛媛県>岡山県>鹿児島県>山口県
作表4における,産業内職業構成変化の%順位 (高い順)
東京都>山口県>広島県>全国>愛媛県>岡山県>香川県>鹿児島県
が兄い出せた｡
分析結果 :
香川県と山口県とが両方の順位で逆転している｡他の県レベルの順位は全
く同じである｡このことから,次の4点が指摘できると思われる｡
(1)職業 (A 専門的 ･技術的職業従事者)(中分類)のうち,ウエイトの
高い職業は,技術者,保険医療従事者,教員であることがわかってい
る｡
(2)総論として,同職業の,高い産業内職業構成変化を-人当たり県民所
得引き上げ効果として使うことができる (または,望ましい)0
(3)各論として,山口県は,同職業の,高い産業内職業構成変化を一人当
たり県民所得の引き上げ効果として有効に使うことができなかった事例
といえる｡
(4)各論として,香川県は,同職業の,低い産業内職業構成変化を一人当
たり県民所得の引き上げ効果として有効に使うことができた事例といえ
る｡
2.中国四国地域 (市レベル ･市部レベル ･郡部レベル)調査
2.1 分析方法
(1) 『国勢調査』(昭和60年度 ･平成2年度)の原データの整理,およびそ
の加工データの作成 (中四国地域の市レベル ･市部レベル ･郡部レベ
ル)
-394-
中国･四国地域の職業構造変化の主要国 891
(2)サービス的職業 (-第三次的職業)の ｢構成内比｣および ｢特化係
数｣の計算と検証
(3)職業構造変化の要因分解式の設定と要因計算
(4)第三次的職業,とくに専門的 ･技術的職業従事者構成内比についての
分析結果
2.2 手続きについての詳細
(1)中国地域5県 (岡山,広島,山口,鳥取,島根),四国地域4県 (香
川,愛媛,徳島,高知)における各県の人口30万以上市または県庁所在
市および東京都 (県民所得第1位),鹿児島県 (県民所得第46位),全国
(平均)の産職マ日)ックス (職業構造マTJ)ックス)の作成.岡山県
(岡山市,倉敷市),広島県 (広島市,福山市),山口県 (山口市),香川
県 (高松市),愛媛県 (松山市),鳥取県 (鳥取市),島根県 (松江市),
徳島県 (徳島市),高知県 (高知市)の11市のうち9市 (11市から鳥取
市,島根市を除く)について行った｡
(2)中四国5県 (岡山県,広島県,山口県,香川県,愛媛県)における市
部計 ･郡部計の職業構造マトリックスの作成｡
作表要領 :市レベル ･市部レベル ･郡部レベル共通
表側行 (産業大分類別 ･計14行)を番号1(第一次産業 :1(農業),2
†林業),3 (漁業)を含む),番号2 (第二次産業 :4 (鉱業),5 (建設
莱),6(製造業)を含む)および番号3(第三次産業 :7(電気 ･ガス･熱
供給 ･水道業),8i運輸 ･通信業),9(卸売 ･小売業,飲食店),10(金
融 ･保険業),ll(不動産業),12(サ-ビス業),13(公務 (他に分類されな
いもの)),14(分類不能の産業)を含む)に分類し,整理,作成した｡
表頭列 (職業大分類別 ･計11列)を記号A (第一次的職業 :E/S.60,
G/H.2(農林漁業作業者)を含む),記号B (第二次的職業 :F/S.60(採
掘作業者),H/S.60(技能工,生産工程作業者及び労務作業者),Ⅰ/H.2
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(技能工,採掘 ･製造 ･建設作業者及び労務作業者)を含む)および記号C
(第三次的職業 :A (専門的 ･技術的職業従事者),B (管理的職業従事
者),C t事務従事者),D (販売従事者),G/S.60,H/H.2(運輸通信従
事者),Ⅰ/S.60,F/fI.2(保安職業従事者),J/S.60,E/fI.2(サー
ビス職業従事者),Ⅹ/S.60,J/Ⅱ.2(分類不能の職業)を含む)に分類
し,整理,作成した｡なお,第三次的職業の分類記号がS.60とH.2で相違
している｡
計算要領 :
(1)行産業グループ (1,2,3)および列職業グループ (A,B,C)
の,行和計および列和計に対する全体構成比 (小計,%で示す)を計算
した｡なお,計算対象は,市レベル等では,中四国9県のうち主に7県
における人口30万以上市または県庁所在市および,東京都,鹿児島県,
全国 (平均)である｡市部,郡部では,中四国5県が対象である｡
(2)列職業グループの中の,記号C第三次的職業のうち,A,B,C,
I),G,Ⅰ,J,K(S.60)およびA,B,C,I),I,F,E,J
(Ⅱ.2)について,各グループ構成内比を計算した｡これを,前ページ
データ (3)および (4)の表頭最上段より2番目の段の数値によって
表示した｡
(3)上記 (2)で得られた各職業の構成内比を,全国平均の当該構成内比
で除すことにより,特化係数を計算した｡これを,新鹿作成データの表
頭最上段の数値によって表示した｡なお,計算対象は,上記 (1)と同
じである｡
(4)要因分解式の設定と計算手続きは,平成7年度研究で用いた設定式と
同じとした｡分析対象の職業は ｢専門的 ･技術的職業従事者｣である｡
『国勢調査』では,A専門的 ･技術的職業従事者 (大分類)は,11の職
業 (中分類)に分類されるO前調査の分類と同様であるO
(1)科学研究者 (2)技術者 (3)保険医療従事者 (4)法務従事者
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(5)公認会計士,税理士 (6)教員 (7)宗教家 (8)文芸家,記者,宿
集者 (9)美術家,写真家,デザイナー (10)音楽家,舞台芸術家 (ll)そ
の他 に分類される｡
2.3 作表 :
ここでは,市レベルおよび市部計 ･郡部計の分解計算結果を示す作表 (2
つの作表)を掲げるo
作表1(市レベル等)職業構造変化の要因分解
-A 専門的 ･技術的職業従事者- (S.60/H.2)
全体構成比
岡 山 市 12.49/13.80
倉 敷 市 10.09/10.86
広 島 市 12.14/12.91
福 山 市 9.86/10.70
山 口 市 12.13/14.00
高 松 市 11.ll/12.26
松 山 市 11.61/13.08
徳 島 市 12.40/14.16
高 知 市 13.80/14.96
東 京 都 13.91/14.73
鹿児島県 9.27/10.88
全 国 10.59/ll.61
(参考)
構成比変化 産業構成変化 産業内職業構
(%) (%) 成変化 (%)
1.31(LOOK) 0.14(10.7%) 1.17(89.3%)
0,78(100%) 0.36(46.2%) 0.43(53.8%)
0.78(100%) 0.04(5.1%) 0.73(94.9%)
0.84(100%) 0.17(20.2%) 0.68(79.8%)
1.87(100%) 0.32(17.6%) 1.56(82.4%)
1.14(100%) 0.18(15.8%) 0.96(84.2%)
1.47(100%) 0.12(8.2%) 1.35(91.8%)
1.77(100%) 0.21(ll.9%) 1.56(88.1%)
1.17(100%) 0.08(6.8%) 1.09(93.2%)
0.82(100%) 0.12(14.6%) 0.70(85.4%)
1.61(100%) 0.55(34.2%) 1.06(65.8%)
1.02(100%) 0.22(21.6%) 0.80(78.4%)
岡山県計 10.08/ll.20 1.12 0.36 0.78
広島県計 10.01/ll.05 1.04 0.22 0.82
山口県計 10,07/ll.31 1.24 0.20 1.04
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香川県計 9.81/10.96 1.15 0.39 0.76
愛媛県計 9.51/10.87 1.36 0.30 1.06
作表2(市部計 ･郡部計)職業構造変化の要因分解
-A 専門的 ･技術的職業従事者- (S.60/H.2)
全体構成比 構成比変化 産業構成変化 産業内職業構
S.60/H.2 (%) (%) 成変化 (%)
岡 山 県
市部計 10.99 12.06 1.07(100%) 0.28(26.2%) 0.79(73.8%)
郡部計 .7.91. 9.03 1.ll(100%) 0.43(38.7%) 0.68(61.3%)
広 島 県
市部計 8.59
郡部計 11.32
山 口 県
市部計 10.66
郡部計 8.23
香 川 県
市部計 10.85
郡部計 8.67
9.27 0.67(100%) 0.19(28.4%) 0.48(71,6%)
12.36 1.04(loo‰) 0.15(14.4%) 0.89(85.6%)
ll.84 1.17(loo拓) 0.13(ll.1%) 1.04(88.9%)
9.59 1.36(100%) 0.44(32.4%) 0.92(67.6%)
ll.89 1.04(100%) 0.24(23.1%) 0.80(76.9%)
9.91 1.24(100%) 0.51(41.1%) 0.73(58.9%)
愛 媛 県
市部計 10.39 11.77 1.37(100%) 0.19(13.9%) 1.18(86.1%)
郡部計 7.62 8.81 1.19(100%) 0.42(35.3%) 0.77(64.7%)
注 (断り)市部計 ･郡部計の平成2年度の数値は,総務庁所蔵資料で描
捉した｡
2.4 分析結果 :
主として,｢A i専門的 ･技術的職業従事者)｣に関する分析結果について
-398-
中国･四国地域の職業構造変化の主要因 895
述べるO
市レベルについて :
(1)構成内比でみる経年ウェイトは,すべて高くなっている｡県内最大市
(人口最大または県庁所在市)は,県計に比べ高くなっている｡山口市
のみ例外である｡
(2)特化係数の経年変化をみると,倉敷市,広島市,福山市で低くなって
いる｡東京都も低くなっている｡その他は,すべて高くなっている｡
(3)要因分解の数値結果において,全体構成比の経年ウエイトは,すべて
高くなっているO構成比変化はすべて1.00を越えているO産業構成変化
は,県内最大市と県計との格差が15ポイント以上ある｡山口市のみ,格
差は1%台にすぎないO
産業内職業構成変化 (%)を高い順で並べると (5県最大市のみ',,
広島市> 松山市>岡山市>高松市>山口市>全国
(参考)山口県>広島県>全国>愛媛県>岡山県>香川県
(参考)東京都>山口県>広島県>全国>愛媛県>岡山県>香川県>鹿児島
県
が見出せた｡
市部計 ･郡部計について :
(1)構成内比でみる経年ウエイトは,市部では,経年ウエイトが高くなっ
ているグループ (山口県,香川県,愛媛県)と低くなっているグループ
(岡山県,広島県)とに分かれる｡全国 (平均)は高くなっている｡郡
部計はすべて高い｡
(2)特化係数の経年変化をみると,構成内比でみた上記 (1)と同じ傾向
である｡S.60では,郡部が市部より高いグループ (山口県,香川県,愛
媛県)と郡部が市部より低いグループ (岡山県,広島県)とに分かれ
る｡
H.2では,郡部が市部より高くなっている｡広島県のみ例外である｡
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(3)要因分解の数値結果について,
全体構成比の経年ウエイトは,すべて高くなっている｡郡部が市部よ
り低いことも読みとれる｡広島県のみ例外である｡
構成比変化は,広島県市部のみ1.00を下回っている｡東京都は,0,82
である｡ちなみに,全国 (平均)は,1.02である｡
産業構成変化は,郡部が市部より高くなっている｡広島県のみ例外で
ある (郡部0.15,市部0.19)｡東京都は,0.12である｡ちなみに,全国
(平均)は,0.22である｡
産業内職業構成変化は,郡部が市部より低くなっているo広島県のみ
例外である (郡部0.89,市部0.48)｡東京都は,0.70である｡ちなみに,
全国 (平均)は,0.80である｡
(4)産業内職業構成変化を,市部,郡部ごとに,高い順で並べると,
市部計の順 : 山口>愛媛>全国>香川>岡山>広島
郡部計の順 :広島>全国>山口>愛媛> 岡山>香川
(参考)-人当たり県民所得の伸び率順位
香川>広島>全国> 愛媛> 岡山>山口
(参考)県計順位
山口>広島>全国> 愛媛> 岡山>香川
(参考)市レベル順位
広島> 松山> 岡山>高松>山口
(5)市部計のみを除く,他の指標のすべて (市レベル,郡部計レベル,県
計および-人当たり県民所得の伸び率)において認められる順位からわ
かることは,広島 (>全国)>愛媛>岡山の順位は,｢非浮動的要因｣と
なっていること及び反対に山口と香川が ｢浮動的要因｣となっているこ
とである｡
(6)平成7年度の筆者の研究で得た,県計および-人当たり県民所得の伸
び率順位は,平成8年度で得た,郡部計の順位をよく映している｡
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(7)郡部計の動勢は,町村レベルでの動勢をよく反映させたものと考えら
れる｡従って,町村レベルでの職業構造の変化要因こそが,全県レベル
の職業構造の変化を誘発させる確率が高くなっているものと観察され
る｡
2.5 ｢地域の活性度の地図化のための手法について｣
本調査研究の分析結果から得た成果をベースにして,次の4点,
(1)特化係数変化の全国平均比較との大小
(2)時系列でみて上昇傾向か下降傾向か
(3)要因分解 (産業内職業構成変化)計算から得た数値について,全国平
均比較の大小と%数値順位
(4)一人当たり県民所得伸び率順位
を考慮することにより,得点化を試みた｡地域のカバリッジは,中四国7
県 (または5県),各県最大市,各県市部計,および同郡部計である｡
なお,得点化の方法は,全国平均以上,以下に応 じて,得点 1,0とす
る｡時系列でみて上昇傾向,下降傾向に応じて,得点 1,0とする｡分解計
算については,当該構成変化の%数値が全国平均以上,以下に応じて,得点
1,0とする｡同%数値順位については,第-位を得点7 (7県対象のた
め),第二位を6(以下同様)とし,最下位を1とする｡一人当たり県民所得
伸び率順位については,第一位を得点5(5県対象のため),第二位を4(以
下同様)とし,最下位を1とする｡なお,この所得伸び率の得点は他の得点
表との整合性を図るため,定数倍にして最終得点とした｡以下に,最終得点､
蓑のみを示しておく｡なお,この総合得点については,次の4つの得点階
層,
1｡得点10から12までならば,地域活性度が高い
2｡得点7から9までならば,地域活性度がやや高い
30得点4から6までならば,地域活性度がやや低い
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4｡得点が1から3までならば,活性度が低い
をベースにしている｡なお,これを各県ごとに色分け (1｡,20,30,4｡
の贋に,濃い赤,薄い赤,濃い燈,薄い燈)して,地理上に記載することに
より地図化することができる｡なお,筆者の成果分も含めた全体の地図化の
詳細は,当該 『基盤研究』(課題番号07309011)において,インターネットに
て登録されている｡
｢得点表｣(前半)
岡山 広島 山口
県 6 9 9
最大市 (県庁所在市) 0 10 7
市部計 4 3 7
郡部計 5 9 7
伸び率 (県民所得) 5 10 3
?
?
?
??
｢得点表｣(後半)
愛媛 徳島 高知
県 7 10 4
最大市 (県庁所在市) 9 9 12
市部計 8
郡部計 6
伸び率 (県民所得) 8
2.6 労働省の計測例と研究課題
(1)労働省は,『労働力調査』を使い,同様の分解式で,職業構造変化の要
因分解を行っている｡期間は1975年から1995年の20年間で,第三次的職
業10分類について計測している｡興味深いので,多少筆者が加工しては
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職業構造変化の要田分解 (1975-95年)
(%ポイント)
/構完
lZ乙≦】 ｢産業内職業構成変化効果
???????????????? ??ー????????? ??????????????????????? ????
出所 :労働省編 『労働自書』平成10年度,第Ⅰ部,第 Ⅰ章｡
いるが,掲げておきたい｡
観察される通り,技術者では産業内職業構成変化効果における比率の
大きな上昇,その他の専門的 ･技術的職業では,産業構成変化効果の顕
著な増大が読みとれる｡
(2)研究課題について述べておきたい｡
『脱工業化社会』の著者として有名なD.ベルは,自身が一番関JLhを
もつ 『国勢調査』のカテゴリーは,｢専門職 ･技術職層｣である,とはつ
きり述べている｡
中国 ･四国地域について,『国勢調査』原データを使って,職業構造変
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化を要因分解して実証研究した研究事例は,本研究が初めてである｡県
レベルおよび市レベル (データ作成と解析)についてこれを行うことが
第一段階の作業であった｡郡部レベル (町村レベル)にまでデータを下
げて,同様の要因分解の分析をすることの意義について議論はあろうと
思われる｡実際,本稿で行ったように,郡部レベルまで調査してみる
と,市 (市部)レベルの場合よりも,県全体の傾向的推移を,よく映し
ていることがわかる｡もっとも,その成果は,本調査の視野の範囲内で
言えることである｡
研究課題としては,調査のカバリッジを残りの全国7ブロックにまで
拡大して比較分析をすること,および ｢専門的 ･技術的職業従事者｣の
みならず,残り10の第三次的職業分類にまで延長して行うことである｡
どちらも膨大な作業が予想される｡今後の調査研究の課題として残し
ている｡
2.7 終わりに
筆者による新規作成 ｢産職マTJ)ックスデータ｣は,中国 ･四国9県,全
国,東京都,および鹿児島県を含む膨大なものである｡~それらをすべて掲載
することはできない｡ここでは,岡山県,東京都,全国親模,および中四国
規模のみを含む資料の抜粋を掲げておくこととしたい｡
参 照 文 献
(1)総務庁編 『国勢調査』昭和60年,平成2年｡
(2)経済企画庁編 『県民経済計算年報』平成5年版｡
(3)労働省編 『労働白書』平成7年度,平成8年度,平成10年度｡
(4)総務庁所蔵資料 (平成60年,平成2年 :各県市部,郡部資料)
(5)武村昌介著 『経済システムと情報経済』東京森山書店,昭和61年｡
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データ (1) 職業構造マtJ)ックス (中四国･県レベル)
データソ-ス 『国勢調査』(S.60/H.2)
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表側行番号説明 :
1 第一次 産業
2 第二次 産業
3 第三次 産業
表頭列記号説明 :
A第一次的職業
B第二次的職業
C第三次的 職業
??
????????
?
?
?
??
7 電気 ･ガス ･熱供給 ･水道業
8 運輸 ･通信業
9 卸売業 ･′ト売業､飲食店
10 金融 ･保険業
11 不動産業
12 サービス業
13 公務 (他に分類されないもの)
14 分類不能の産業
S.60
E農林漁業作業者
H.2
G農林漁業作業者
S.60
F採掘作業者
H技能工､生産工程作業者及び労務作業者
H.2
Ⅰ技能工､採掘 ･製造 ･建設作業者及び労務作業者
A専門的 ･技術的職業従事者
B管理的職業従事者
C事務従事者
D販売従事者
S.60
G運輸 ･通信従事者
Ⅰ保安職業従事者
Jサービス職業従事者
K分類不能の従事者
H.2
Eサービス職業従事者
F保安職業従事者
H運輸 ･通信従事者
J分類不能の職業
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